
海 を渡 るゾルブの人々
南 オース トラリアにおける ドイツ少数民族 「ゾルブ」

中 村 浩 平

は じ め に

19世 紀 の前 半,ド イ ツの プ ロ イセ ンやザ クセ

ンか らア メ リカ,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア な ど海

外 に向か って,彩 しい数の人 々が祖 国の地 を去 っ

た。彼 らが故郷 を捨 て,新 しい土地 に赴 いたの に

は さまざ まな理 由があ ったが,そ の主 なもの と し

て ヨー ロ ッパ に お け る人 口増 加 が 挙 げ られ る。

「ヨーロ ッパの 人口 は,1800年 の1億8700万 人か

ら,1850年 の2億6600万 人(43%増)へ 」1)と前

例 の ない程 の規模 で増 大 した。そ の結果,農 村 の

疲弊2),さ らに都 市化,工 業化 が もた らされ,社

会的 矛盾が増 大 し 「ヨー ロ ッパ の農村住 民 を,大

挙 して移住 の波 に乗 せ る こ ととなる 。」3)その数 は

19世 紀全 体 を通 して5200万 人 もの膨 大 な もの に

なる と言わ れてい る。 ドイ ツか らは,ア メ リカ に

向か った だけで も1840年 代 に43万 人,50年 代 に

95万 人 と言 っ た よ うに,ま さに人 口増 加 の 圧 力

が 多 くの 人々 を海外 へ と向か わせ たの であ る。

以上 の ような背 景か ら,さ らに,プ ロイセ ン国

王 フ リー ドリヒ ・ヴ ィルヘ ル ム3世 に よって行 わ

れ た宗 教弾 圧 とい う社 会的背 景4)も あ り,1838年

に は信仰 に 目覚め たル ター派の信徒 たちの海外 へ

の脱出 が始 まった。 プ ロイセ ンのル ター派信徒 た

ちは宗教 的 自由 を求 めて南 オー ス トラ リアへ移住

(移 民)し た。彼 らは新 しい 土地 で 自分 た ちの信

仰 を守 れ る理 想郷 を建 設 しよう と したの で あ る。

南 オー ス トラ リア に新 天地 を 求め た彼 らの 多 く

は,ア デ レイ ドお よび その周辺 に ドイ ツ人 の移民

地 を建設 した。 そ して これ ら ドイ ツか らの移住 者

の中 に少 なか らぬ ドイ ツ少 数民族 「ゾル ブ」 の人

たちが いたので あ る。5)

ゾルブ民族は元来先住者 として ドイツ東南部地

域に住 むスラブ系の住民で,固 有の言語(上 ゾル

ブ語 と下ゾルプ語の二つの方言)を 持 ちr独 自の

伝統 と文化を今 日も保持 している。 しか しこれ ま

で独立 した国家をもつことはな く,ド イツ人 と混

在 して,あ るいは ドイツ人 に取 り囲まれて住んで

いた。それ故ゾルブの人々は少数者 として,多 数

者の ドイツ人のいわば大海の中で 自らの民族 とし

てのアイデンティテ ィを確保すべ く,ド イッ人 と

ときには拮抗 し,対 立 し,反 目し,と きには協調

しなが ら共存 してきた。ゾルブ人として民族の存

立をいかに保持するかは彼 らの歴史的課題であっ

た。 ドイツ人 との歴史的関係 に於いてはそれゆえ

平等 と言 うよりも圧迫一被圧迫の関係で,ゾ ルブ

人による抵抗が基調 としてあると言えよう。6)

ところでゾルブの人々が移住(移 民)し ようと

した理由は一体何 であろうか。「_ゾ ルブの人々

の ドイツを去 った理由は複雑である。ナポレオン

戦争,軍 役,ド イツ人地主への服従,失 業,飢 餓,

上 ラウジ ッツ地方(ザ クセン)の 人口過密に影響

されて,移 民が彼 らの唯一の解決策であるように

思われたのである。」7)そのため彼 らは海外へ赴い

たが,そ の大部分は北アメリカ(テ キサス)へ 向

か った。 しか しまたかな りの部分(約500家 族)

がオ0ス トラ リアへ 向かったのである。オース ト

ラリアは当時すでにヨーロッパ移民の目的地の一

つになっていた。

南オ0ス トラリアで彼 らは自立 した民族 として

当然 自らの言語 「ゾルブ語」 を使用 したが,そ れ

は主 として家庭内に限定 され8),広 範なコ ミュニ

ケーシ ョンの手段 としては ドイツ語が用い られ

た。 しか しその結果,ゾ ルブ語 を用いる機会が少

な くな り,最 終的には ドイツ人共同体 に吸収 され
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ることになった。言語はその民族にとってアイデ

ンティテ ィその ものである。民族の存立基盤 とし

ての言語の使用が減少お よび消失することは必然

的にゾルブの人々に ドイツ人 との同化 を強いたの

である。

19世 紀初頭か らの ドイ ツにおける彼 らを取 り

まく社会状況はきわめて厳 しかった。土地改革に

起因する社会的転置,人 口過密,経 済的困窮に加

えて,信 仰弾圧がルター派信徒である彼 らを苦 し

めた。こう して彼 らはこのような閉塞状態から脱

するために,海 外移住への道 を選んだのである。

本稿では,従 って,こ のようなゾルブの人々に

焦点 をあて,先 ず彼 らの移民 にいたる動機の背景

を,次 いで南オース トラリアでの ドイツ人との共

存,お よび同化な ど移民 としての在 りようを含め

て,以 下その足跡 を追い求めてみたい。

1.ラ ウジ ッツにおけるゾル ブ人 とその背景

ゾル ブ人 の故 郷 は古 来 ラ ウジ ッツ(Lausitz/ゾ

ル ブ語 でLu乏ica「 沼 地,湿 地 」)と 一般 に呼 ばれ

て い る地域 で,ド イツの南東 部 に位置(現 在 の行

政単位 区域 で はブ ラ ンデ ンブル ク州 とザ クセ ン州

に またが って所属)し てい る。9にの地域 は地理 的

に,南 の ラウジ ッツ山地 に連 なる上 ラウジ ッッ と

北 の平地 の下 ラウジ ッツの二 つ の部分 に分 け られ

る。 この地域 に は上 ゾルブ語 と下 ゾルブ語 とい う

主要 な2つ の方言 が あ り,こ の2つ の 方言 間 の会

話 は難 しいが,不 可 能 では ない。そ して両方言 の

中間地 帯 に,両 方言 を橋渡 しす るよ うな変種 の方

言が あ る と言 われて いる。 さ らに一般 的 な コ ミュ

ニケー シ ョンの 手段 と して ドイツ語 が用い られて

いる。

ところで ゾ ルブ人 はお よそ西暦500年 頃,ゲ ル

マ ン民族 大移動 にそ って,エ ルベ 河 とザ ー ル河 に

挟 まれ た地 域 に移住 して きて,600年 頃 まで に定

住 した と言 われて い る。彼 らは,そ の後 ポ ーラ ン

ドに征服 され た り,か つ て この土地 を通 り過 ぎて

い った ドイ ッ人が再 び東方 へ と戻 って きた さい に

侵略 され,さ らにボヘ ミアや ハ ンガ リー に支 配 さ

れ,後 に下 ラウジ ッツは プロイセ ン王 国 に,上 ラ

ウジ ッツはザ クセ ン王 国 に取 り入 れ られ た と言 う

歴 史 を持 ってい る。 ゾル ブ人 は凡 そ1000年 前 に

その独立 を失い,二 度 と再びそれを手 にすること

はなか った。彼 らはそれ以後1000年 間つねに外

国支配の下で生 きてきたのである。 しかもこの間

一貫 してゲルマ ン化が行われ,ゾ ルブ人は ドイッ

語 を学び,か つ ドイツ人社会へ加わることを強い

られた。 しか しゾルブ人たちは国家 こそ持たなか

ったが,そ の間彼 らの言語,歴 史,文 化を持 ち続

け,民 族性 をも保持 してきたのである。

強力な ドイツ植民地化の時代 を通 して11世 紀

に行われたゲルマ ン化は,ボ ヘ ミアやハ ンガリー

の支配下でさえも止むことはなかった。ボヘ ミア

やハンガリーによる統治は ドイツ人住民の減少や

ドイツ人貴族の地方支配層か らの排除を意味 しな

かった。単に トップが変わったに過 ぎなかったの

である。 ドイツ人は都市 に留 まり,ゾ ルブ人の犠

牲の下でギル ドや商業活動 を支配 した。lo)ゾルブ

人たちは都市の限 られた区域か都市の城壁外に居

住す ることが許 された。 た とえば,バ ゥッェン

(上 ゾルブの中心地)の 聖 ミヒャエ ル教会はゾル

ブ人のための教会であるが,市 の城壁外 に建てら

れている。ドイツ語の知識があ らかじめ要求され,

社会的に認め られようと思 うものは ドイツ語 を学

ぶ必要があった。ゾルブ人農民 は農奴 として領主

のために働 き,以 前に彼 らが所有 していた土地の

ために権利を得 ようと苦闘 していた。彼 らは異国

人によって支配 された状態にいたので,生 活は非

常に厳 しかったのである。

ゾルブの人たちがキリス ト教 に完全に帰依 した

のは12-13世 紀であ り,お そ らくヨーロッパでキ

リス ト教化された最後の民族だろうと言われてい

る。キ リス ト教 は本来ゾルブ人たちに とっては,

いわば敵の宗教であ り,彼 らは教会 と ドイツ人貴

族の両方か ら二重の圧力を受けていた。彼 らは抵

抗 した。 しか し一度帰依すると,彼 らは心豊かな

信仰 と強い宗教 的感情 を表 した。最初はローマ ・

カ トリックであったが,彼 らは宗教改革 を本来の

キリス ト教への回帰 として認め,大 多数がルター

派になった。その時以来ルター派教会がゾルブ人

の主要な宗派 となった。宗教改革はゾルブ人にと

って重要な出来事であった。 というのはル ターが

民族の固有語(母 語使用)を 強調 したか らである。

ゾルブ語は基本的には話 し言葉 として家庭内のみ
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で用い られていたが,宗 教改革が始まってか らは,

教会の礼拝で も用い られるようになった。宗教者

たちは聖書,賛 美歌集,祈 祷集をゾルブ語 に翻訳

した。ll)しか しドイツ語がつねに外部世界 との コ

ミュニケーションの手段であった。

宗教改革 に続いた30年 戦争は ヨー ロッパ,ド

イツは勿論,ラ ウジッツをも荒廃 させた。軍隊が

ラウジッツの上 を行 きかい,新 ・旧両方のキ リス

ト教徒が建物 を破壊 し,略 奪 し,市 民 を殺害 した。

城塞都市バ ウツェンも1634年 に炎上 した。30年

戦争は ゾルブ人社会 にとって大 きな打撃であっ

た。 もはや小 さな人口では甚大 な生命の損失 は補

えずJ荒 廃 した地域の人口を増やす ことはで きな

かった。結果 として過疎 になった地域は ドイツ人

によって埋め られた。ゾルブ人地域は狭 められた

のである。

その後ザ クセ ンは1807年 にコ トブス(下 ラウ

ジッツの中心地)を 領地に加 え,1815年 まで全

ラウジッツを保有 したが,ナ ポレオンと同盟 した

ため,処 罰 として下ラウジッツの全部 と上ラウジ

ッツの大部分 をプロイセンに委譲 した。プロイセ

ン王 フリー ドリヒ ・ヴィルヘルム3世 はカルバ ン

派であったが,プ ロテスタントの両派,ル ター派

とカルバ ン派 を単一の国教会 に統一 しようとし

た。多 くゾルブ人たちは結局この宗教政策を受け

入れがたい もの とみな し,こ れを 「彼 らが故郷 を

離れる理由のリス トに付 け加 えた」12)のである。

ドイ ツの19世 紀 は海外移住の世紀 であった と

言われる。当然のことながら,ラ ウジ ッツも例外

ではなかった。 もともと少数民族 なので人口は多

くないのに,13)それで もかな りの数の人々がこの

土地から新天地を求めて海外へ向かった。海外移

住の動機 として,人 口過剰,農 村疲弊,食 糧危機,

経済貧困,政 治抑圧,宗 教弾圧など様々な要因が

挙げ られるが,大 別すると,1.経 済的動機2.宗

教的動機の2つ になるであろう。

ゾルブの人たちの海外移住の動機 にはこの2つ

とも含まれるが,一 般的傾向として,下 ゾルブの

人たちはどちらか と言 えば宗教的動機よ りも経済

的動機に重 きを置いてお り,そ れに対 して上ゾル

ブの人たちは経済的動機 よ りも宗教的動機 に重 き

を置いていると言えよう。 さらに下ゾルブの人た

ちと上 ゾルブの人たちの間には宗教的見解で質的

な相異がみ られる。小論では,宗 教的要素の少な

い下ゾルブの人たちよりも,多 い方の上 ゾルブの

人たちにより重点を置 き見てみたい。

2.移 民への衝勘

数世紀 に渡 ってゾルブの人たちは経済的に,政

治的に抑圧を受けてきた。多 くのゾルブ人はすで

に ドイツの他の地域に移動 したり,仕 事 を求めて

他の中欧諸国に出掛けたりするといういわば ヨー

ロ ッパ内部 を移動 していたが,14)ラウジ ッツに戻

ってこないこともしば しばあった。今 や着実な小

さな流れが強力な大 きな流れへ と爆発的に変わっ

た。この土地に千年以上 も前 に移住 して以来,初

めてゾルブ人たちはどこかへ移住 しようと言 う強

い衝動を感 じていた。即ち,海 外への移住が初め

て視野 に入ってきたのである。15)そしてそれは確

かに彼 らを根本から揺 さぶ り,さ らに根 こそ ぎに

するような激 しい変動 を求めたのである。その根

本的な原因は何だったのだろうか。

先ず最初 に宗教的抑圧が考 えられるが,上 ラウ

ジッツの人たちを除いて,ド イツ人のル ター派信

徒が1838年 にザ クセ ンやシュ レージェンか らオ
ース トラリアへ渡 った時に比べ ると

,そ れほ ど大

きな役割 を演 じてはいない と言えよう。下ゾルブ

の人たちの場合は,移 民の第一の原因は経済的な

ものであった と思われる。16)

次 に戦争の恐怖が考えられる。たとえば,ノ イ

キルヒでは多 くの人たちがオース トラリアへの移

住(移 民)運 動 に加 わってい る。1811年 か ら

1813年 にかけてゾルプ人の故郷 はナポ レオン軍

と同盟軍によって何度 も戦場 にされ,ナ ポ レオン

は実際にノイキルヒに露営 し,膨 大な軍隊と軍馬

の食料や飼料 を調達 した。1840年 代 で も多 くの

老人たちは依然 として同胞の死 を嘆 き,虐 殺者た

ちの生々 しい記憶 をもっていた。若い人たちは戦

争行為の再現 を恐れ,い かなる犠牲 を払 って も,

再びあの ような状況 に陥るのを避け ようとした。

そのためには,こ の土地 を去 るしかない と考 えた

のではないか と思われる。

さらに封建主義 とその崩壊 も考えられるであろ

う。数世紀 に渡ってゾルブ人たちは,彼 らが大事
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にしていた社会正義や個人の 自由などを奪い取 ら

れて しまった と感 じていた。500年 前に,征 服者

たちはゾルブ人指導者を追放 し,あ るいは殺害 し,

ゾルブ人の土地 を奪 った。 ドイツ人たちが ラウジ

ッツの土地貴族 となり,ゾ ルブの人たちは農奴の

レベルまでお としめ られた。封建領主の下で彼 ら

は貧困 と屈辱の状態に置かれた。彼 らは自分 たち

の土地にいながら市民的権利 を完全 に否定 された

のである。

ここで抑圧 されたゾルブ人の叫びの例 を見てみ

よう。17)

血の裁 き

宗教裁判所 よりもはるかに残酷な

ここ村の法廷 に座っている

ここでは判決は迅速には下されず

急いで も一生はかかる

ここでは人間が じわ じわ苦 しめ られる

ここは拷問部屋だ

そ して嘆息が,自 暴自棄の証人 として

幾重 にも集め られる

領主は20人 で,み な裁判官だ

家来 もみな仲 間内だ

事実を覆い隠す代わ りに

家来どもは拷問 をする

悪党だ,お 前たちは 悪魔 と同類だ

地獄の悪党だ

お前 たちは貧乏人の財産 を食い潰 している

お前 たちは報いとして呪われるだろう

(詠み人知 らず)

しか し,1848年 の農民蜂起の結果 によって,

ゾルブの人たちはついに時代遅れの憎むべき封建

制度の終末を見たのである。

彼 らの歓喜 は しか しす ぐに冷静 な現実 に戻 っ

た。 というのは,封 建制度 は彼 らの上に重荷を課

していたが,皮 肉にも,封 建制の崩壊 によって,

新たな重荷が さらに課 されたのである。地主たち

は,も し農民たちが耕作 したいと思 う土地 を買う

なら,彼 らに自由を与えると同意 した。大多数の

農民 にとって,こ のことは,彼 らが農奴の身分を

脱する代 わりに,終 生金貸 しの隷属状態に置かれ

ることを意味 した。 これに加えて,土 地所有者た

ちはさらにT彼 らの所有地で農民たちが仕事 を求

めたり,従 事するのを出来ないようにした。その

結果,広 範 な失業 を生み出す こととなった。18)こ

のようなことが多 くの人々の考えを変えさせ,ど

こか海外へ移住 して移民 として新 しい生活 を始め

ようとする原因となったのである。

また凶作 と食糧危機が重 なった。1844年 には

穀物 の収穫 に失敗 した。翌45年 にはべ ト病のた

めジャガイモの収穫が壊滅的にな り,次 の年には

初夏に季節はずれの猛暑が穀物をだめに した。ベ

ト病が再 びジャガイモ を襲 った。多 くの人々は,

とくに状況が まさに悪化 した1948年 に,困 難な

状況から脱出 しようと方策を探 し始めた。パ ンは

僅かなライ麦に野草や木の根 を混ぜ て焼かなけれ

ばな らなかった。空腹で絶望的 にな り,人 々は,

週1度 の市場で,空 の売 り台を前に して,食 物 を

口喧 しく要求 した。醜い光景が展開 され,商 売は

停止 した。 ラウジ ッツの見通 しの暗い状況から脱

出す る唯一の道 として,移 民が これ ら意気消沈 し

た人々に光明を与えるものとして今や見 られるよ

うになった。こうして 「農業危機,つ まり不作 ・

凶作,そ の結果 としての食料危機が周期的に発生

した」1J)この時期に,海 外へ の移住者が増加 した

のである。

移住地 として当時ウクライナやロシアの肥沃 な

平原にある ドイツ人の入植地が知 られていた。 こ

れ らの地域はラウジッツからそれほ ど遠 くはなか

った。 しか しウクライナは当時一揆があったため

除外 された。南アフリカと南北アメリカが候補地

として残っていた。その とき新 しい名前が注目さ

れた。すなわち巨大 な南の国,オ ース トラリアで

ある。

この5番 目の大陸は労働者を求めていた。土地

が無償で提供 され,斡 旋業者がこの約束の地への

旅費 を無償で提供する手 はず を整えている とい
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う,根 拠 の ない噂 が暫 くの 間人々の 間 に広 まった。

確 実 な こ とは よい小 麦畑 がすで に利 用可 能 であ る

とい うことだけで あ った。 人 々の関心 は,と くに

すで に移 民 した人 た ちが熱狂 的 にオー ス トラ リア

につい て書い て寄 こ した と きに,着 実 に高 まった。

これ らの手紙 は村 か ら村 へ,家 か ら家へ と読み 継

が れた。20)

次 に,そ の 中の一例 を挙 げ てみ よう。21)

「ここの 土地 は非 常 に 良好 で,水 は,井 戸 を掘

る と,至 る所 で 出て くるがLl),水 の流 れ る川 はな

い。 土地全 体 に牛 や羊が た くさんい るが,家 畜 に

は家畜小 屋 は な く,夜 は囲い の中 に入れ られ,朝

早 く再 び囲 いの外 に出 され る。 …家畜 は夏 には餌

を与 える必要 は な く,冬 も,絶 えず雨 が降 るので,

餌 は十分 で ある。 ドイツか ら来 た者 は誰 で も暑 さ

に は耐 え うる。 …当 局 は土地 を安 く売 っ てい る。

1ア ッカー 当た り,6タ ー ラー20新 グロ ッシ ェ ン

であ る23)全員が 自分 の家 を建 ててい るが,適 当 な

建材 が少 な く,硬 材 を用 い なけれ ば な らない。樽

材や板 材 は貴 重 であ る。 …野生 の動物 につ い ては

何 の不 安 もない。 若干 の野生 の犬以外 には危険 な

動 物 はお らず,し か も野 生の犬 は人 間 を恐 れ てい

る。 ここの土 地 は広 大 な平地が あ り,と きに は数

マ イル に も及ぶ。森 は どこも樹 木が少 ない。 オー

ス トラ リアへ 移 り住 も うとお もうもの は,唐 檜 や

縦 の木 の種 を持 って くるが 良い。」

この手 紙の 内容 は,良 い こ と尽 くめ の ような感

じで書 いてあ りL4),楽 観 的す ぎる よ うな気 もす る

が,厳 しい ドイツの 生活環境 か ら抜 け 出た もの に

は,事 実 この ように感 じたの で あろ う。 しか し客

観 的 に見 て,人 を惑 わす ような内容 であ る。

やが て一大移民 運動 が起 こる。海 外へ移住 しよ

うとす る欲 求 は と くに貧 しい 人 々や 大家族 の なか

に強か った。彼 らは,個 人の 自由 と自分 の土 地 を

所 有 で きる とい う考 えに最 も惹 かれ た。か くして

彼 らはオ ース トラ リアへ旅 立つ ことにな ったので

あ る。

当時 ドイツか らオー ス トラ リアへ行 くの にはハ

ンブ ル ク とア ドレー ド港 を結 ぶ航 路 のみ で あ っ

た。300ト ンか ら500ト ンの3本 マス トのバー ク船

でz`L5)18週 か ら24週 間 の船 旅 で あ っ た。 船 客 は

各々運賃 の100タ ー ラーの ほかに,寝 袋,食 器類,

ナ イフ ・フ ォー ク ・ス プー ンを用意 しなけれ ばな

らなか った。航 海中 の食物 は船会社 か ら提供 され

た。酢 キ ャベ ツ とジ ャガイモ はいつ も食 べ放 題,

生ハ ム,塩 漬 け鯨,チ ーズ,干 し果物,米 な どが

航海 中 を通 して出 された。 肉は 日曜 日を除 い て,

毎 日メニ ュー にあ っ た。 野菜 は曜 日毎 に同 じ野菜

が繰 り返 し出 され た。新鮮 な野菜 や果物 の不 足 は

と きには壊血病 を もた ら した。 コー ヒー は朝,紅

茶 は夜 に出 され た。 ビスケ ッ ト,バ ター,砂 糖 が

週 に二 度配 られた。飲 料水 は時が経 つ と,と りわ

け熱帯 に近づ い た とき,汚 れ て臭 くなっ たの で,

ワ イ ンが支給 され た。 雨が 降 らない場合 はT洗 濯

用 の水 も乏 しか っ た。 船の長旅 は決 して快 適 な も

の で は な か っ た 。 船 上 で は死 者 も出 た の で あ

る。26)

しか しこの よ うな苦労 の末 つい にゾ ルブの人 々

は彼 らが待 ち望 んでい た南 オース トラ リアの新 し

い土地,す なわ ち約 束の地 に着 いたの であ る。27)

3.南 オース トラ リアの移住地

「エベネツァーとペ ーターズ ヒル」

ア ドレイ ド港 は当時 ほ とん どの ヨmッ パ か ら

の移民が オ ース トラ リアへ 入 る玄 関の ような とこ

ろで あ っ た。1838年 か らす で に多 くの ドイ ツか

らの移民 が この港 を通 ってオー ス トラ リア各地 に

散 って い た。従 っ て これ ら ドイ ツ人 移民 が1848

年 の ゾル ブ 人移 住 の 舞 台 を設 定 した と も言 え よ

う。 ドイツ人移民 運動 に触発 されて,顕 著 な移 民

運動が ゾル プの人 々 の間 に拡 が り,最 初 の28)ゾ ル

ブ人 グ ルー プニ つが1848年 の 革命 の 年29)に ラ ウ

ジ ッツを去 り,ヴ ィク トリア号30)と ア ル フレー ト

号31)で 南 オー ス トラ リアへ向 か った。一つ の グル

ー プは1848年 にホ フヌ ングス ター ル(希 望 の谷)

の地 域 に移 住 し,も う一一つ の グ ルー プ は1848年

に ローゼ ン タール(バ ラの谷)に 移住 地 を見 い だ

した。 この よ うに して ゾ ルブ 人の 移民 は始 ま り,

以後1858年 の ピー クを経 て1860年 代 まで続 くの

で あるoA2)

そ して この一連 の移民 運動 の 中で最 も注 目すべ

き移 民 グルー プは,ヨ ハ ン ・ツヴ ァール33)に率 い

られて,ヘ レーナ号34)で1851年12月 に ア ドレイ

ド港 に上 陸 した98名 の上 ゾ ルブ か らの 人 た ち に
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よる もの であ った。 この移民 グ ループは 「ル ター

派教 会」 に属 してい て,他 の ほ とん どの グルー プ

が 主 として経済 的理 由か ら移住 して きたの とは違

って,強 い宗教 的信念 に基づ い て移住 して きた 。

この 上 ゾル ブの 人 たち は こ と宗教 問題 にな る と,

思 慮深 い識別 力 を発揮 した。 彼 らの南 オー ス トラ

リアへ の移住 は,宗 教 的見解 お よび理 由に よって

駆 り立 て られた と書 って も良 いであ ろ う。

この グループの指 導者 ツ ヴ ァー ルは平 信徒 であ

ったが,す でに ドイ ツにい た ときに,自 分 たちの

信 仰 共同体 の居場所 を新 た に建 設 しよう と言 うヴ

ィジ ョンを描 い ていて,そ の ため にゾル ブ人牧 師

を勧 誘 しよう と試 みてい た。彼 は移住 の準備 をす

るため ライ プツ ィヒに行 き,十 字架,宗 教書,教

会 の鐘 な どを もとめ た。 その さい彼 は,ゾ ル ブ出

身の当時神 学生 であ った コル ラ ・ア ウグス ト・イ

ェ ンツ35)に会い,学 業 を終 えた ら南 オー ス トラ リ

アへ 来 て,彼 らの信仰 共同体 の牧 師 と して,指 導

して欲 しい と頼 ん だ。 しか しイェ ンツは,後 にゾ

ル ブ民族 運動 の 著名 な人物 とな り,結 局南 オ ース

トラ リアへ 行 くことはなか った。

ツヴ ァー ルの一行 がヘ レー ナ号 か らアデ レイ ド

港 に上 陸 した と き,ツ ヴ ァー ルは グルー プの一 人

ア ン ドレアス ・ポルニ ッヒを前 もってローゼ ンタ

ー ルに派遣 して ,そ この ゾル ブ人た ちに彼 らの到

着 を告 げ させ た。 とい うのは,ロ ーゼ ンター ルの

ゾ ルブ人 たちが この土地 を去 って,ヴ ィク トリア

州へ 行 く計 画 を立 て てい る と聞い たか らであ る。

そ こで彼 らは,ア デ レイ ドの近 くに全構 成員 が住

め る適地 を見付 け るの が難 しか った こ と もあ り,

さ らにヘ レー ナ号 に乗船 して ヴ ィク トリア(州)

へ行 くこ とを考 えた。しか し丁 度小麦 の収穫 時で,

ローゼ ンター ルのゾル ブ人 たち は収穫 の手助 け を

必要 と してい たので,ヘ レーナ号 に乗船 しない よ

うに引 き留 め た。 そ して も し彼 らが小 麦 の収穫 終

了 時 まで に土地 を探 し出せ ない と きには,自 分 た

ち も一緒 に陸路 で ヴ ィク トリア(州)へ 行 くこ と

にす る と説 得 した。 そ こで一行 はアデ レイ ドで必

要 な品 々 を整 え,ロ ーゼ ン ター ルへ 赴 き,そ の周

辺 に 宿 泊 した 。 一 行 は滞 留 を続 け,金 銭 を得

た036)

ロ ーゼ ン タール は,1848年 に アル フ レー ト号

で ハ ンブ ル ク を 出発 した 上 ゾ ル ブ の 人 た ち が

1849年 か ら新 しい 入植 地(本 来 は ザ クセ ンルー

エ と呼 ばれ てい た37))を 開拓 し,約50人 ほ どで

共 同体 を築い てい た。 ベ ターニエ ンのマ イヤー牧

師が この信仰 共同体 の世話 を し,ペ チ ェル家 の敷

地 に教 会が建 立 された。 この共同体 の ほ とん ど全

員 はゾル ブ人 であ り,ロ ーゼ ンタール はオー ス ト

ラ リアにお け る ゾル ブ人最初 の 移住地 であ った。

ツヴ ァー ルの一行 は地元 の教 会信徒 と信仰 上の こ

とで討論 をたたか わせ,相 互 に理 解 し合 った後で,

礼拝 集会 に出席す る ことが許 され た。

ツ ヴ ァール は そ の 間 も土 地探 しを続 けて い た

が,幸 い土 地 を獲得 す る好機 に恵 まれ38),上 部バ

ロ ッサ ・ヴ ァレイの ヌ リオ ー トゥパの北 に位置 す

るエベ ネ ツ ァーに入植 した。バ ロ ッサ ・ヴ ァレイ

は アデ レイ ドの北60キ ロ にあ り,極 め て短 期 間

の うちに南 オース トラ リアにおけ る ドイ ツ人の 中

心 地 に発 展 して い た。1830年 代 の 終 わ りにプ ロ

イセ ンか らル ター派 の信 徒 たちが最初 の宗教 的亡

命 者 と して この谷 にや っ て来 て,1842年 に最 初

の移住地 ベ ターニエ ンを設立 してい た。 ツ ヴ ァー

ルー行 の殆 どの人た ち(70名)39)は 一緒 に移住 し,

ゾル ブ人定住 地 を造 った。 したが ってエベ ネ ツ ァ

ー は南 オ ース トラ リア におけ る上 ゾル ブ人 による

第二番 目の移住 地 となった。 しか し5家 族40)は 行

動 を共 にせ ず,ロ ーゼ ンタールの ゾル ブ人た ち と

ヴ ィク トリア ひトDへ 移 住 す る こ とに な り,翌

1852年 陸路 を ヴ ィク トリア(州 〉へ 旅立 ち,ホ

ッホキル ヒ41)とい う名 の移住地 に定住 した。

しか しエ ベ ネツ ァー では,彼 ら一行 は,信 仰 共

同体 の精神 的指導 者で,纏 め役 で もあ る牧師 を欠

いてお り,ま た他 の ゾルブ人 同胞社 会 か ら完全 に

分離 され て,ド イ ツ人社 会や イギ リス人社会 の傍

らに小 さな ゾルブ人社 会 を造 って,そ の 中でツ ヴ

ァール を共同体 の長 として移住生 活 を始 め た。 そ

れで もッ ヴァールの設立 した このエベ ネ ツ ァー移

住地 はゾル ブ人 入植地 と しては当時南 オー ス トラ

リア最大 の もの であ った。彼 らは この地 に長年 待

ち望 ん だ彼 ら 自身の信仰 共同体 をよ うや く形成 で

きる とい う希望 を抱 い たのであ る。

エベ ネ ツ ァー信 仰共 同体の最 初の礼拝 集 会は一

行 の ア ン ドレア ス ・シュ ナ イ ダ ーの 家 で行 われ
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た。 ローゼ ンタール とベ ターニエ ン を受 け持 って

い る ドイツ人牧師 ハ イ ン リッヒ ・A・ エ ー ドアル

ト ・マ イヤ ーが この新 しい ゾ ル ブ信 仰 共 同体 を

1854年 まで司 牧 した。 そ の後 ヘ ル ンフー ト同胞

騨

論

現 在のエベ ネツ ァー教 会

教 会牧 師 ク リス トフ ・S・D・ シ ョー ン ドル フが

後任 と して来 た。 彼 は ドイッ人で あ ったが,ゾ ル

ブ語 が出来 たの で,ゾ ル ブ語 で説教 をす る こ とが

で きた。 ッ ヴ ァール とほ とん どの ものた ちは ゾル

ブ語 での説教 を好 んだが,必 ず しもグル ープの全

員 が シ ョー ン ドル フ牧 師 を 歓迎 したわ け で は な

く,そ の ため に若 干の メ ンバ ーは この信 仰共 同体

を去 り,ち ょう ど近 くの ノイキル ヒに新 しい信 仰

共同体 をつ く りつ つあ った ドイ ッ人 たち に合 流 し

た。 そ して そ こに ドイツ人 とゾル ブ人 に よる新 し

い信 仰共 同体 を形成 した。 マ イヤー牧 師が ノ イキ

ル ヒの この新 しい信仰 共 同体 の 初代 牧 師 とな り,

1853年 にエ ベ ネ ツ ァー の近 くに移 って きた ア ダ

ム ・バ ルチ ュの家 で礼拝 を執 り行 い,こ の グル ー

プ を指導 した。

エ ベ ネッ ァー とノイキ ル ヒの二 つの信仰 共 同体

の分裂 は ます ます深 まっ てい った。 そ して1859

年 には両共 同体 はそれ ぞれ教 会 を建 て,献 堂式 を

行 った。 その後 エベ ネ ツァー信 仰共 同体 は,タ ヌ

ンダー ライ トパ ス ・ル ター教 会会議 に加 わ り,そ

れとともにシ ョー ン ドルフ牧師は去 り,他 方 ノイ

キルヒ信仰共同体はベターニエ ンー ローゼ ンター

ル ・ルター教会会議 に所属することとなった。42)

こうして二つの信仰共同体は全ての関係 をお互い

に完全に失ったのである。

エベネツァー信仰共同体の分裂はゾルブ人共同

社会の存立基盤を損 なうもの となった。一一行 のう

ち幾人かのものたちは,ゾ ルブ語の使用 よりもル

ター派信徒 として教義を重要視 し,さ らに移民生

活 を送 る上で ドイツ語の方が便利であ り,快 適で

あると考 えた。それに対 して残 りの他の ものたち

はゾルブ語の維持により関心があった。 しか し何

れの場合もゾルブ人の共同体 はやがて ドイツ人共

同体の一部 とな り,X859年 に教 会建立以後 はエ

ベネツァーにおいて さえ,礼 拝は ドイツ語で行わ

れるようになった。家庭内の礼拝や個人の家で行

われる祈祷集会ではゾルブ語が用いられたが,し

か しこうなるとゾルブ語が忘れ去 られるのは時間

の問題であった。 ゾルブの人々の問にはもはや以

前のような団結はな く,ま たゾルブの生活様式や

習慣 を守 り,維 持 しようとする強い意志が グルー

プ全体 として無 くなったか らである。ゾルブの文

化や伝統を保持 しようとする試みはいまや移民生

活を快適に送 るという経済的理由に道 を譲って し

まったのである。

ヨハ ン ・ッヴァールは,い わゆる 「ヘ レーナJ

号移民団を組織 し4:り,グループの引率者 としてな

んとして も南オース トラリアにゾルブ人の新 しい

信仰共同体 を設立 し,ゾ ルブ人牧師の指導の下で

理想郷を築 き上げようと強 く願っていた。 しか し

彼のゾルブ人のみの移住地設立 とゾルブ人牧師獲

得の計画は残念なが らどちらも実現 しなか った。

ゾルブ人牧師を獲得 しようとする努力の失敗に終

わったことが最終的にエベネツァーをゾルブ人の

中心的移住地にすることが出来なかった最大の理

由か も知れない。信仰共同体 にとって牧師の存在

は極 めて大 きかったのである。 ツヴァールは92

歳で この世 を去るまで人生の残 りの日々を平信徒

の宗教指導者 としてここエベ ネツァーの信仰共同

体 に奉仕 しなが ら送 った。

ここで もう一つのゾルブ人移住地ペーターズヒ

ルの例 を見てみよう。
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考

ヨ ハ ン ・ッ ヴ ァ ー ル の 暴

ここに移住 して きた人 たち は,エ ベ ネッ ァーの

人た ち とは違 って,下 ラウジ ッツか らの ゾ ルブ人

た ちで あ った.こ の グループ はこのペ ー ター ズ ヒ

ル にエ ベ ネツ ァー と並 ぶ ゾル ブ人の本格 的 な信仰

共同体 を建設 した。彼 らは この土地 に到 着す る と,

井戸 を掘 る前 に祭壇 をたてた とい う創世 記の べエ

ル シェバ の故事 を想 起 しなが ら,す ぐに礼拝 集会

用の小 さな建物 と学 校 を建て た と言 う。礼拝 はす

で に教 会が 建て られ る前 に始 まったが,最 初 の礼

拝 は ヨハ ン ・ノ ー ア クの家 で行 われ た。1856年

に この信仰 共 同体 が設立 され て以来,ベ ターニエ

ンのマ イヤー牧 師が その面倒 を見 たが,彼 は他 の

信仰 共 同体 へ の責 任 も果 た さな ければ な らず,そ

の 上距離 が遠 い ので,年 に4回 しか や って来 なか

った。彼 は来 る と1週 間滞在 し,子 供 た ちに教 え,

礼拝 を執 り行 っ た。 彼 はゾル ブ語 が出来 ず,ド イ

ッ語 のみ を使 ったが,こ の信 仰共 同体 の人 々に好

まれ,1861年 に死 去 す る まで 務 め た。 マ ル テ ィ

ン ・ホ ン ドウが教会 の長老 と して,牧 師 を補佐 し,

人 々 の世 話 を よ く しJ50年 以 上 もこの 信仰 共 同

体 のため に尽 くした。 さらにゾ ルブ語 の説教 集 を

持 って いたマ テス ・ボラ ック とマ ルテ ィン ・テ シ

ュナーが,マ イヤ ー牧 師の不在 の 問,ゾ ルブ人 同

胞 を自宅 に呼 び,毎 日曜 日に ゾルブ語 の説教 集 に

よ る礼拝 を指 導 した。 ベ ー ター ズ ヒル はそれ故エ

ベ ネッ ァー以外 で はゾル ブ語 の礼拝 を行 った唯 一

の ゾル ブ信仰 共同体 であ った。 さらに新 しい移民

や洪水 災害 に見舞 われ たホ フヌ ングス ター ルか ら

の 移住 民 も加 わ って きた。

しか しここで も信徒 の間 に軋礫 が生 じ,分 裂が

起 きた。 エベ ネツ ァーの場合 は教 義上 の,あ る い

は ゾルブ語が原 因で あっ たの に対 して,ベ ー ター

ズヒルで は,む しろ個人 的な人 間関係 に基づ い た

もの であ った。 た とえば,マ ルテ ィン ・レーマ ン

が夕べ の礼拝 を指導 す る と,ク リステ ィア ン ・ヤ

ー リックは出席 したが らず ,ヤ ー リ ックが礼拝 を

指導 す る と,こ ん どは レーマ ンが欠席 す る と言 っ

た具合で あ った。 また,争 いが 原 因で,死 者 を教

会の共 同墓 地 に埋 葬で きない とい う事態 まで生 じ

た♂4に の ような こ とか ら,時 の経 過 と ともに多

くの 人た ちが この地 を去 り,ヴ ィク トリア州や南

オー ス トラ リアの 各地 に移 り住 んで行 った。ペ ー

ターズ ヒル小教 区 は独 立 を止 め,… 時的 に カール

スルー工共 同体 に,最 終 的に はユ ー ドゥンダ信仰

共 同体 に所属 す るこ とにな った。 平信徒 同志 だけ

で はお互 い に信仰 共同体 内で の善 意の 関係 を維持

す るのが難 しか った と言え る。 この よ うに牧 師が

指導 者 と してい ない ところで は,内 部 的 な争 いや

分裂 は絶 えずあ り,信 仰 共同体 には付 き物で あ っ

た とも言 え よ う。ル ター派の信徒 たちは た しか に

オー ス トラ リア に於い て望 んでい た信仰 の 自由 を

獲 得 したが,こ の よ うな際 限の ない 兄弟(同 志)

喧 嘩 に よって分 裂 とい う大 きな代 償 を支払 わ なけ

れば な らなか ったので あ る♂5)

ところで最 後 にゾル ブ人の最初 の移民 グループ

が移住 したホ フヌ ングス ター ルについ て少 し見 て

み たい。

こ こは初 めて この地 に移住 して きた ドイッ人た

ちが ドイツ語 でホ フヌ ング ス ター ル(希 望 の谷)

と命 名 した よ うに,彼 らに とって はま さに待望 の

土地,南 オー ス トラ リアで彼 らの将来 を約束 して

くれ る場 所で あった。 この彼 らの夢 と希 望 を実現

させ て くれ る はず の場 所 で,彼 らは希 望 に燃 え,

野 を切 り開 き,耕 地 を広 げ,新 しい共同体 を作 り,

そ こに信 仰の礎 を築 くべ く努 力 した。そ して まさ

に彼 らの苦労が 報い られ たその時 に,思 い も寄 ら

ぬ 自然 災害 に よって,こ の 共同体 はあ っ とい う間

もな く破 壊 され,彼 らの長 年の労 苦 は無駄 とな り,
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彼 らの夢は潰え去 ったのである。彼 らはまさに天

国 と地獄を彼 らの思いの全てが入ったこの地で味

わったのである。
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この約束 の地 「希望 の谷」 は,穀 物が植 え られ

た美 しい畑,牧 草 地 と果樹 園 があ り,道 を挟 んで

ドイ ツ風 の小 さな家が軒 を連 ね た,絵 の ような所

で あった。大 きな石造 りの教 会が高 台の 上 に建 て

られてい た。 ベ ターニエ ンの マ イヤ ー牧師 が一時

的 に この信仰 共同体 を指導 し,ア デ レイ ドの ア ン

ドレアス ・カ プラー牧師 が後 を継 い だ。 カー ル ・

ク リュー ガー46)に よって製 作 された素 晴 らしいパ

イプ オル ガ ン も備 え付 け られ た。学 校 もあ った。

かつ て ラ ッハ ラウで教 師 を していたペ ー ター ・ブ

リュールが教 えて いた。 そ して ここには さ らに移

住 を して くる人 々 に対 して なお スペ ー スが あ っ

た。新 しい ル ター派 の信 仰 共同体 を作 ってい た ド

イ ッ人 たちは,ド イツか らの新 しい移民 であ れば,

彼 らの共 同体 を築 き.ヒげ るの に共 に参加 しよ うと

す る意志 があ る者 な ら,誰 で も歓 迎 した。 そ こで

ゾルブ の人た ち も移住 して きたの であ る。 彼 らは

プ ロイセ ン,即 ち下 ラ ウジ ッツか らの移民 で あ っ

た。47)ドイ ツの酷 い貧 困 と飢餓 か ら抜 け出 して,

一行 の幾 人か は生 き長 らえる こ とが 出来 なか った

ほ ど消耗 した航 海の末 に,よ うや くた ど り着 いた

未知 の国 オース トラ リアで,新 しい移民 た ちは 自

分 たち に多 くを約 束す るで あろ う特 別 な地域,ド

イッ人 たちが期待 をい っぱい込 め て,ホ フ ヌ ング

ス タール と呼 ん でい たこの移住 地 にや って きたの

であ る。彼 らは この地 に落 ち着 き,ド イツ人,ゾ

ルブ人 と もど もこの谷 の住 人た ちは,高 いユ ー カ

リの樹 木が 立 ってい る丘 が周 りを ぐる りと取 り囲

ん で集 落 を保 護 して い る牧 歌 的 な 自然 環境 の 中

で,恵 み豊 か な生 活 を送 って いた。 ここ には120

の農園が あ った。4.4)

ところが,1953年10月 のあ る夜 異変 が起 きた 。

1週 間 にわ た る猛 暑 と激 しい 雷 を伴 った 嵐 が あ

り,36時 間土 砂 降 りの雨 が 続 い た。 夜 中 に家 に

浸 水が あ り,谷 はあ っ とい う間 に3メ ー トルの水

に覆わ れた。 谷は ダムの よ うにな った。彼 らは盆

地 に家 を建 てて いた,,追 い 出 され た住民 たち は,

谷 か ら水 を排 水 させ る方 法が ない ので,ほ とん ど

の もの は再 びこの谷 に戻 っては こなか った。苦 労

の年 月が徒労 に終 わ った よ うであ った。生 まれ た

国 で生 きるため に人生 の半 分 をたた か った後 で,

彼 らは遂 に新 しい 故郷 をここ南 オース トラ リアに

見 出 した と思 った 。 それ なの にこの結 果 で あ る。

しか し信 仰深 い 人々 は,神 の無慈 悲 を恨 まず,こ

の悲惨 さを神 の厳 しい試練 と受 け止 め,神 は弱 い

者 に よって その王 国 を建 て られ るの を望 まず,銀

難 辛苦 を与 えた と考 えた。そ して彼 らは,悔 やみ

罪 を清 めて,新 しい土地 に セイエ スキ リス トの福

音 を伝 え よ うとい う決意 を持 って この 谷 を出て い

ったの であ る。 ゾルブの 人た ちはほ とん どが北 の

ペ ー ター ズ ヒルへ と向か い ,若 干 の 人た ちは隣iの

ヴ ィク トリア州へ 向か っ た。

この ように彼 らの 地上 の楽園 は姿 を消 し,今 で

は,人 間的営為 の成功 と失敗 を呑 み込 んで しまっ

た美 しい 自然 の中 に僅 か に当時の教 会 の土 台 の跡

が残 され てい るのみ であ る,,そ れが,か つて こ こ
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に多 くの ドイツ人 とゾルブ人にとって 「希望の谷

を」があったことを示 している。まさに栄光の後

で悲惨が劇的に起 こったこの移住地は,そ の名前

の持つ響 きとともに,ド イツ人移民のみならずゾ

ルブ人移民 にとって も忘れることの出来ない もの

なのである。

4.同 化への道

ゾルブの人たちは南オース トラリアでは彼 らの

信仰共同体 を指導 して くれるゾルブ人牧師がいな

かった。学校ではゾルブ語 を教える教師を欠いて

いた。教会や学校で牧師や教師を欠いていたのは,

ゾルプの文化 を生 き長 らえさせる点では,決 定的

なマ イナス要因であった。教会は ドイツ人牧師の

指導下 にあ り,学 校 の教 師も1～2の 例外 を除い

て ドイツ人であった。 しか もゾルブ入のほとんど

が ドイツ語 を理解 した。そのため ドイツ人共同体

への同化が急速 に進んだのである。さらにゾルブ

人移民の第一世代は ドイツ人と結婚 して家庭を築

いているケースが多い。このことも同化 を促進す

ることとなった。ここで当時のゾルブ人の結婚 を

統計 で見てみ よう。49)

ドイッ人と結婚

ゾルブ人 と結婚

イギリス系子孫 と結婚

下ゾルブ出身者 上ゾルブ出身者

52%65%

38%27%

11%8%

オース トラリアはイギ リスの植民地であるとい

う成 り立 ちか らみて7ゾ ルブの人たちは圧倒的多

数(全 人口の約9割)の イギリス系の人たち と交

流 し,そ の社会 に吸収 されて行 くように思われる

が,そ うはならなかったことをこの統計は示 して

いる。そ してそうならなかった理由としては,第

一 にゾルブの人々は ドイツ本国において ドイツ人

と混住ない しは隣接 して住んでいて,い わば隣人

同士であったこと,第 二にそのため ドイツ語が出

来たこと,第 三にルター派の同 じ信仰 を持ってい

たこと,第 四に同 じような動機や理由で移民 をし,

しか もほぼ同時期に同 じ土地に移民 したこと,な

どが考え られるであろう。

ゾルブの人たちは ドイツ本土での経緯はあるに

せ よ,移 民 としての生活 を円滑に送るために,先

ず周囲の ドイツ人た ちとの交流 を深 めたのであ

る。そのため,最 終的に彼 らはイギ リス系主流の

オース トラリア社会に吸収 されて行 くにせ よ50),

その前段階 として ドイツ人共同体 と交わることに

よって,そ の中に吸収 され,同 化 されて行 ったの

であろう。そして第二世代ではゾルブ語 を話せる

ものがほ とんど消えて しまう結果 となった。か く

してゾルブ語 を忘れて しまった世代 は,ゾ ルブ人

というよりも ドイッ人であるという意識 を持つ よ

うになったのである。

ゾルブ人と ドイツ人の間では同化の力が ことの

ほか強 く,彼 らが オース トラリアに着いたときか

ら,す でにその力が働いていた。ゾルブ人 とドイ

ツ人が結婚する場合,家 庭内の言葉は ドイツ語に

なった61}。上ゾルブ出身者 と下ゾルブ出身者が結

婚 した場合でも,両 者の話す方言に違いがあるた

め,ほ とんど大部分のカップルは ドイツ語 に切 り

替えるとい うことが起 きた。いずれにせ よこの よ

うに して,ほ とんどのゾルブ人は ドイツ語 を日常

的に話す共同体の中で住んでいたので,同 化は程

なく完了 したのである。オース トラリアは英語社

会であるのに,ゾ ルブの人々は英語 に移行するの

ではな くて,ほ とん ど全員が,先 ず第一に ドイツ

語へ移行 したのは,き わめて興味深い出来事であ

る。

言葉は言うまでもな く民族 としての自覚を保つ

ものであ り,民 族の証であ り,ア イデ ンティテ ィ

その ものであると言えよう。南 オース トラリアで

ゾルブの人たちが言葉 を失ってい く過程 は,そ れ

ゆえゾルブ人が ドイツ人共同体へ吸収 され,同 化

されてい く道で もあった。その意味で南オース ト

ラリアにおけるゾルブ語の在 り方は,同 化 と深 く

係わっているので,こ こでゾルブ語の消長につい

てゾルブ人の主要な移住地エベネツァーを手掛か

りとして見てみたい。

一般的に見 て,オ ース トラリアでゾルブ語 を維

持す るにはことのほか不利な状況があった。純然

たるゾルブ人だけの移住地はな く,ゾ ルブ人の教

師や牧師 も居なかったからである。そのため学校

での授業や教会の礼拝は至るところ ドイツ語で行

われるのがご く普通であった。その点,南 オース
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トラ リアのエベ ネツ ァー信 仰 共 同体 は い ささか例

外 的であ った とい え る。

エ ベ ネツ ァー移 住地 は ,ツ ヴ ァールが 同志 とと

もに ゾル ブ人の信仰 共 同体,す なわ ち彼 らの理想

郷 を実 現すべ く設 立 した もの であ った。 ッ ヴ ァー

ル の考 えで は信 仰 と同時 にゾル ブ語 の維持 が理想

郷 の実 現 のため に重要 であ った。 こ こで は ゾルブ

人牧 師指導 の下で ゾルブ語 に よる礼拝 を行 い,か

つ ゾル ブ人 だ けの信 仰 共同体 を維持 す るこ とにな

っていた。 そ してゾ ルブ語 を保持 し,さ らに発展

させ るため に は若 い世代ヘ ゾル ブ語教 育 を行 う学

校 も必 要で あ った。そ してエベ ネツ ァーで は当初

ゾルブ語 を維持 す る ため に様 々 な試 みが な され た

ので ある。

先ず,エ ベ ネツ ァー共 同体 の人 々は学校 を開設

し,コ ル トニ ッツ出身の ヨハ ン ・ダル ヴ ィッツを

教 師 と して雇 った。彼 の父親 は貧 しい農民 で ゾル

ブ語聖歌 の著 名 な作 詞家 であ った。敬 慶 な両 親 の

家で成 長 して,彼 は コル トニ ッツの秘 密集 会52)の

メ ンバ ーで あ った。 彼 は ヨハ ン ・ッヴ ァールお よ

び ゾルブ ・ル ター主 義運動 の指 導者 た ちと同志 と

しての 友情 で結 びつい ていた。 そ こで ダル ヴ ィッ

ッは妻 と5人 の 子供 を連 れ て彼 ら と一緒 に1851

年 ヘ レーナ号 で移住 して きてい た。

エベ ネツ ァーの信 仰共 同体 は全て の人が彼 を教

師 に任 命 した こ とに全 く満足 した♂3)ダ ル ヴ ィッ

ッは,ゾ ルブ語 で授 業 を した オース トラ リアで唯

一の教 師で あ った
。 ヨハ ン ・デ ッケに よる と,ダ

ル ヴ ィッツは子 供 た ちに ゾル ブ語 と ドイツ語 で教

え た との こ とであ る。最初 の頃 ゾルブ人学校 に通

叩"臨
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エベ ネッァーのゾルブ人学校の廃屋

、警

った ヨハ ン ・ッ ヴ ァールの娘 マ リア もこの こ とを

確 認 して い る。エ ベ ネ ツ ァーの子供 た ちは聖書 と

賛美歌 集 を もとに して ゾルブ語 の読 み,場 合 に よ

って は書 き方 を学 ん だ。i8fi3年 に ヨハ ン ・ダル

ヴ ィ ッツが余 りに も早 く47歳 で死 去 す る と,彼

の息子 ア ン ドレア ス ・ダル ヴ ィッッが後継 者 と し

て任命 された。 しか し彼 の早 す ぎる死 と ともにエ

ベ ネツ ァーの ゾルブ語教 育 は事 実上終 わ ったの で

あ る。彼 の息 子が ゾ ルブ語の授 業 を したか どうか

は不明 であ る。

教 会 に於 け るゾル ブ語 の使用 に関 して もまたエ

ベ ネッ ァーは例 外 的であ っ た。 オース トラ リアに

おけ る唯一 の ゾルブ人共 同体 として エベ ネ ツ ァー

に は一 時的 に,ゾ ル ブ語 に通暁 して いたヘ ル ンフ

ー ト同胞 教 会の ク リス トフ ・シ ョー ン ドル フ牧 師

が い た。彼 は本部 か ら南 オー ス トラ リアに移住 し

た教 区民 を世 話す る ため に派遣 され てい た。彼 は

ラ イ トパス共 同体 を引 き受 け ていたが,エ ベ ネッ

ァーの信 仰共 同体 か ら,ラ ウジ ッツか らゾルブ 人

の牧師 が来 る まで,共 同体 を指導 して も らいた い

との依頼 を受 けた。 エベ ネツ ァーの信仰 共 同体 に

とって"ゾ ルブの民族 性 とゾルブ語 を維持 する こ

と"は 非 常 に大事 な こ とであ る と,シ ョー ン ドル

フ牧 師 は判断 した。 それ で彼 は要請 に応 じた。彼

は1837年 か ら1845年 まで クラ イ ンヴェル カで司

牧 して い る問 にゾル ブ人 た ち と知 り合 い,そ の さ

い ゾルブ語 を覚 え た。そ れでエベ ネツ ァー信 仰 共

同体 で は ゾルブ語 で説教 し,礼 拝 を行 うこ とが 出

来 た。 ヨハ ン ・ブ リュー ルは シ ョー ン ドル フ牧師

が ゾ ル ブ語 で 説教 したの を しっか りと覚 え て い

る。 しか しきわめ て遺 憾 な こ とに彼 は1856年 に

教 団の指 令で ベー テ ルに信仰 共 同体 を作 る ことに

な り,エ ベ ネ ツ ァー を去 った。 しか しエベ ネッ ァ

ー信 仰共 同体 の強 い要請 があ り,月 に一度 エベ ネ

ツ ァーへ 行 った。 しか し1859年 に彼 は大 きな事

故 に遭 い,も はやエ ベ ネ ッァーへ行 くこ とが出 来

な くなった。 この ように してエ ベ ネツ ァーの教 会

の礼 拝 か らゾルブ語 が消 えた。 シ ョー ン ドル フ牧

師が ゾ ルブ語 で司牧 したの は1854年 か ら1859年

までの5年 間で あ った。

そ こでエベ ネツ ァー信仰 共 同体 は,今 や ラウジ

ッッか らの ゾ ルブ 人牧 師の 着任 も不可 能 で あ り,
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ゾ ルブ語 の礼拝 を続 け るの は無 理 であ る と判断 し

て,ド イツ人牧 師 のい る ドイツ人共 同体 との合 同

を選択 した。 か くして ゾルブ語の使 用 は教 会の礼

拝で はな くな り,い まや定期 的 に集 まる祈 祷集 会

において のみ に限定 され た。 ゾルブ語の 家庭礼拝

や聖書 朗読祈 祷 は初期 の頃 には他 の移住 地で も行

わ れ てい た♂4)移民初 期 の 頃 には ゾル ブ語 の印刷

物へ の需 要が比較 的強 く,多 くの もの た ちが宗教

書 をラ ウジ ッツか ら取 り寄せ ていた。

家庭で の ゾルブ語 の使 用が無 くな りだ したのは

様 々で あ る。例 えば,エ ベ ネツ ァーのア ン ドレァ

ス ・デ ッケは,彼 自身 と妻 はゾル ブ人であ るの に,

す で に1856年 には 家庭 内 で は もっぱ ら ドイツ語

を話 してい た と述べ てい る。 ア ン ドレアス ・ア ル

ベ ル トは移民 後 ほ ど な く して ドイ ツ語 に切 り替

え,ご くまれ に ゾルブ語の単 語が ドイツ語 に混 ざ

る程度 であ った♂5)

ドイツ語の 強い影響 下で ゾル ブ語 は家庭 内の言

語 として も永続 きす る こ とは出来 なか った。 ゾル

ブ語 を話 す家庭 の子 供 たちは大部分 ル ター派 の学

校 へ通 った。 そ こで は午前 中は ドイッ語,午 後 は

英語 で授 業 を受 けたので,子 供 た ち,す なわ ち第

二 世代 は この二 つ の言語 を瞬 く間 に身 につ け た。

ゾルブ語 の使 用 は家 庭内 に限定 された。子 供 たち

は,両 親 に対 す る尊 敬の念 か ら家 で は依然 と して

ゾルブ語 を話 していたが,成 長す る につ れて ゾル

ブ語 で正 確 に表 現 す る のが だん だ ん と難 し くな

り,両 親 や特 に祖母 が死 んだ場 合,そ の家族で は

ゾルブ語 が消 滅 し,ド イツ語の みが話 され るよ う

にな ったのであ る。 グナーデ ンター ルの カール ・

ヘ ムペ ルは,彼 の家で はゾ ルブ語 と ドイツ語が話

されて いる,と 手紙 に書 いて いる。:>Ei)

エベ ネ ツァーに理 想郷 を設立 しよ うと移住 して

きた ゾルブ人 たちは上 ラ ウジ ッッか らの人 たちで

あ った。彼 らはオー ス トラリアにお ける唯 一一のゾ

ル ブ人移住 地 と してエベ ネツ ァー を純 然た るゾル

ブ 人信 仰 共 同体 と して築 き上 げ るべ く努 力 した

が,あ らゆ る努 力 は成果 をあげず に終 わ った。 ヨ

ハ ン ・ッ ヴ ァールの もとでエベ ネツ ァー信仰 共同

体 はゾルブ ・ル ター主義 運動 に固執 しす ぎたのか

も知れ ない。 しか した とえ僅 かでの 間であ った に

せ よ,エ ベ ネ ツァー信仰 共 同体 の意志 と して,学

エベ ネッァー信仰 共同体の記念石卑

校で ゾル ブ語が 教 え られ,教 会で ゾルブ語の 説教

や礼拝 が行 われた こ とは記憶 に留め て置 い て よい

であ ろ う。

か くして ゾル ブ語 は最 終 的に はゾル ブ人の家庭

か らも消 えてい った。 ドイツ語 が ゾル ブ人 の使 用

言語 とな り,ド イツ語 の使 用 とと もに ゾルブ人た

ちは ドイツ人 に同化 してい ったので あ る。

そ う した中で生涯 ゾルブ語 を話 した第一世代 最

後 の人 を挙 げてお こう。

マ リア ・フパ ッッは プロ イセ ン(ド ラウジ ッツ)

の コル クヴ ィツで1835年 に生 まれ,南 オー ス ト

ラ リアの リヴ ァー トンで1936年 に101歳 で亡 く

なった。彼女 はゾル ブ語 を好 んで話 したが,晩 年

には彼 女 の話 す ゾル ブ語 を理解で きる ものは もは

や いなか った と言 われ てい る。5η

お わ りに

ゾル ブの人 たちが オー ス トラ リアへ組織 的 に移

民 を始 めた19世 紀 中頃 には,先 達 の ドイツ移民

のお陰 もあ って,移 住地 と しての オー ス トラ リア

に 関す る情 報 もか な り詳 し く知 られ る よ う にな

り,南 オー ス トラ リアは利 用可 能な移民先 の土地

として認識 されてい た。 またこの頃 には交通手段

も改善 され,整 備 され た。そ こで特 に下 ラウジ ッ

ツの ゾルブ人 たち は経済 的 に不安 定 な状 態か ら脱

して,よ りよい生活 を求 め て,新 しい 土地へ 向か

ったの であ る♂8)

しか し同時 に,単 に経 済的 自由か らだけで はな

くて,十 数年 前の プロ イセ ン ・ル ター派の先例 に

倣 い,自 分 た ちの信仰共 同体 を新 しい土地 に築 き
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上げようとい う宗教的信念から移住 して きた上ラ

ウジッツのゾルブ人たち もいたのである。

ゾルブの人たちはいずれの場合も故郷 ラウジ ッ

ツに於ける彼 らをめ ぐる社会的逼塞状況,す なわ

ち政治的抑圧,宗 教弾圧,人 口過剰,飢 謹 などの

経済的困窮から抜け出 して,新 しい土地で新 たな

生活 を築 くべ く南オース トラリアへ移住 したので

あった。これは,換 言すれば,旧 世界か ら新世界

への脱出であ った とも言えよう。

こうしてゾルブの人たちは新 しい移住地で新 し

い生活 を始めるが,そ の場合先住移民の ドイツ人

との関係 を忘れてはならないだろう。

ドイツではゾルブの人たちは必ず しもドイツ人

とは良好な関係をいつ も保 っていたとは言えない

が,こ こ南オース トラリアではむ しろ両者は緊密

に結びつ き,ド イツ本国では見 られなかった友好

な関係 を築 き上げたのである。これは歴史の皮肉

とも言えることであるが,そ れが現実に起こった

のである。

移民の初期の頃は,ゾ ルブの人たちは,彼 らに

先立って10年 ほ ど前にこの地 にやって来て,す

でに定着 していた ドイツ人たちによって,隣 人 と

して援助 され,受 け入れ られた。 この二つの民族

の間にあった昔か らの長年にわたる敵意は,ゾ ル

ブの人々がこの地に来て,も はや以前の不公平や

抑圧や摩擦 には晒されないことがわかったとき,

解消 された。ゾルブ人 と ドイッ人は,こ の共に住

むことになる土地で同 じ争いや機会を分かち合い

ながら,同 じレベルで出会うことが出来るように

なったのである。そ してより重要なことは,彼 ら

が民族の垣根 を越えて,同 じ信仰共同体において

理解のある牧師たちの指導の下で共通の信仰 によ

ってお互いに結 びついていたことである。両民族

の問で結婚が頻繁に行われ,二 世代の間に一つの

民族のようになった。 このようにしていわばゾル

ブ人の ドイツ人への同化が起 きたのである。

そ してこのことから学ぶべ きことは多い と思わ

れる。 しか しオース トラリアではゾルブ民族 とド

イツ民族の同化の歴史はほとんど知られていない

と言 う。多民族共生,多 文化共存の観点か ら見る

と,多 文化主r>:1)を国是 としているオース トラリ

アにおいてこそゾルブ人の同化の歴史は忘れ去 ら

れるべ きではな く,周 知させ られ,か つ然るべ く

評価 されてよいであろう。

確かに,ツ ヴァールー行の 「ヘ レーナ」号移民

の見地か らすると,民 族の存立,そ の基盤 として

のゾルプ語の維持 ・発展,固 有の信仰共同体の保

持は絶対的な ものであった。 しか し,そ の後のゾ

ルブの人 たちに見 られる分裂が示 している よう

に,新 しい大地で,し か もそれほど多 くない人数

で,閉 鎖的す ぎる とも言 えるゾルブ民族 だけの信

仰共同体 を維持 し,発 展 させることは困難であっ

たと言えよう。

ヨハ ン ・ツヴァールが150年 前に南 オース トラ

リアにゾルブ人の理想郷を築こうとした試みは挫

折 したが,し か しその精神は引 き継がれ,今 日改

めて装いを新 たにして復活 しつつある といえる。

すなわち同化 とい うことを前提 とした上でゾルブ

の人々の間では,す でに ドイツ人の中に見 られる

ように,民 族のアイデ ンテ ィテ ィ確立 を目指 し,

民族のルーツに迫ろ うとする試みが近年着実にな

されて きてい る。6(ｺ)いわば民族 的覚醒,あ るいは

自立 とも言える動 きであるが,し か しこの動 きは

決 して自民族のみに限定 された偏狭的なものでは

ない。む しろこの国の多文化主義の流れの中で静

かにわき出てきた自己存在を問う動 きであると言

ってよいであろう。いわば同化 を経験 した後で,

自らの民族 としての存在 を再確認 し,そ の上で改

めて他民族 との共存 ・共生を追い求めることにほ

かな らないのである。そ して私たちはここに他民

族 との共生 を会得 し,他 文化 との共存に生きるゾ

ルブの人たちの,か つてこの地に理想郷 を求めて

移住 してきたゾルプ人子孫の未来に向けての一つ

の明確かつ積極的な生きる姿勢を見 ることがで き

るのである。
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GeorgeR,Nielsen:/Io.,S.14.

TheLutheranArchives(南 オ ー ス トラ リ ア 州 ノ ー一

ス ・ア デ レ イ ド)所 蔵 の 「ゾ ル ブ 族 」 に 関 す る 未

公 刊 資 料 に 基 づ く。

櫻 井 健 吾 「近 代 ドイ ツ の 人 口 と経 済 一1800-1914年

一 」
,2001年,171-172頁 。

櫻 井 健 吾,前 掲 書,187頁 。

前 掲 書,154-155頁 。

TheLutheranArchives(南 オ ー ス ト ラ リ ア 州 ノ ー

ス ・ア デ レ イ ド)所 蔵 の 「ゾ ル ブ 族 」 に 関 す る 未

公 刊 資 料 「手 紙:整 理 番 号32」 に 依 る 。

TrudlaMa㎞kowa;UferderHoffnung,2.iiberarbeitete

A岨age,1999,S.40.こ こ に は 次 の よ う な 相 反 す る 記

述 が あ る 。 「最 大 の 問 題 は 水 不 足 で あ る 。 泉 は 稀 で,

あ っ て も,夏 の 灼 熱 下 で 枯 れ て し ま う。」

当 時 の ドイ ツ の 銀 貨 。 普 通 の 労 働 者 の1日 分 の 賃

金 。1タ ー ラ ー は24グ ロ ッ シ ェ ン。

GeorgeR.Nielsen:a.a.0.,S.31.こ の よ う な 好 意 的

な 手 紙 を 書 い た の は 南 オ ー ス ト ラ リ ア に 移 民 し た

人 々 に 多 く見 ら れ る との こ と で あ る 。

RonaldParsons:MigrantShipsfarSouthAustralia

1836-1866,1999,S.15.

a.a.0。,S.24-31.に 基 づ く。 航 海 中 の 様 子 が 詳 し く

記 録 さ れ て い る 。 な お,同 様 の 記 録 はGeorgeR.

Nielsen:.・,S.26.に も あ り,こ こ に は 死 者 の 弔

い の 様 子 が 書 か れ て い る 。

RonaldParsons:a.a.O.,S.46.

GeorgeR.Nielsen:a、a。O.,S.24-24。 な お,個 人 と し
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42)

43)

44)

45)
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て 最 初 に オ ー ス トラ リ ア へ 渡 っ た ゾ ル プ 人 は1844

年 に シ ドニ ー に 定 住 した モ ラ ヴ ィ ア 同 胞 宣 教 会 の

ヤ ン ・ リ ヒ タ ー ル で あ る 。 次 に 教 師 の ペ ー タ ー ・

ブ リ ル が 来 た が,農 業 を す る た め 南 オ ー ス トラ リ

ア の リ ン ド ッ ク ・ヴ ァ レ イ に行 っ た 。

TmdlaMa㎞1(owa:a,乱0、,S.18.櫻 井 健 吾,前 掲 書,

188-189頁 。 な お,櫻 井 氏 は こ こ で 通 説 に 対 し て 近

年 の 研 究 成 果 を 基 に 異 論 を 唱 え て い る 。

RonaldParsons:a、.・,S.156.3本 マ ス トの バ ル ク

船,380ト ン,1839年 ハ ン ブ ル ク で 建 造,所 有

者:J.C,Godeffroy&Sons,登 録 港=ハ ンブ ル ク。

1848年6月15日 ハ ン ブ ル ク 港 出 帆,リ オ ・デ ・ジ

ャ ネ イ ロ 経 由 で1848年11月6日 ア デ レ イ ド港 到

着 。 入 港 登 録1848年11月8日,船 長lJ.H.O.

Meyer,144日 間 に わ た る 長 い 航 海 。

a.a,0.,S.60.3本 マ ス ト船,562ト ン,1841年 ス ウ

ェ ー デ ン の ウ ー レ オ で 建 造,所 有 者:J.C.

Godeffr℃y,登 録 港:ハ ン ブ ル ク。

1848年8月20日 ハ ン ブ ル ク 港 出 帆,1848年12月6

日 ア デ1/イ ド港 到 着 。 入 港 登 録1848年12月9日,

船 長:H.E.Decker,

GeorgeR.Nielsen:a.a.0.,S.18.

JohannZwar.1821年10月16日 にDrehsa(Preussen!

Sachsen)で 生 ま れ る 。1914年7月15日 南 オ ー ス ト

ラ リ ア の エ ベ ネ ツ ァ ・一 で 死 去 。Homeopathic

Doctor.(南 オ ー ス トラ リ アStateLibraryの 入 国 記

録 お よ び 移 民 記 録 に 依 る。 仔 細 は 割 愛 。)

RonaldParsons:a,a.0.,S.101.3本 マ ス トの バ ル ク

船,294ト ン,1851年 ラ イ ア ー シ ュ テ ィ ー ク で 建

造,所 有 者:J.C.Godeffroy&Sons,登 録 港:ハ ン

ブ ル ク 。1851年8月16日 ハ ン ブ ル ク 港 出 帆,1851

年12月24日 ア デ レ イ ド港 到 着 。 入 港 登 録1851年

12月26日,船 長:不 詳 。

GeschichtederSorben,Band2,Von1789bis1917,

1974,S.138.

GeorgeR.Nielsen:a.a.O.,S.31.

TrudlaMa㎞kowa:a,a.0.,S,42.こ こ に 移 住 し て き

た ゾ ル プ 人 た ち は ザ ク セ ン(Sachsen)か ら 長 旅 の

苦 労 の 末 や っ と安 息(Rube)を 得 た の で,こ の 地 に

Sachsenruhe「 ザ ク セ ン ル ー へ 」 と 言 う 名 を付 け た

が,そ の 後 ド イ ツ の 他 の 地 域 か ら の 人 々 も加 わ っ

た の でRosenthal「 ロ ー ゼ ン タ ー ル 」 に 変 更 し た と

言 う。

a.a.0.,S.60.

GeorgeR.Nieisen:a.a.0.,S.35.

a,a,o.,S.35.Burger,Hundrack,Mirtschi皿,Rentsch,

Urbanの5家 族 。

a.a.0.,S.50.

a.a.0.,S.36.

TrudlaMalinkowa:a.a.O.,S.24.

a.a.O.,S.fi5.

a.a.O.,S.85.

a.a.0.,S.61.

一 方 ザ ク セ ン か ら 来 た 大 部 分 の も の は エ ベ ネ ツ ァ

ー と ザ ン ク ト
,キ ッ ッ*)に 新 しい 共 同 体 を 設 立 し

た 。*「 こ の 移 住 地 は1854年 に シ ュ タ イ ン ヴ ェ ル

30



ラ

ラ

　

ラ

　

娼

49

50

51

52

)

)

00
4

PD
PD

55}

56)

ダ ー号 で 着 き,先 ず 知 り合 い を頼 っ て エ ベ ネ ツ ァ

ーへ 行 っ た 上 ラ ウ ジ ッ ツか らの 移 民 に よ って エ ベ

ネ ツ ァー の近 くに土 地 を得 て設 立 され た。」

TrudlaMalinkowa:a.a.4.,S.61.

GeorgeR.Nielsen:a.a.0.,S.6061.

a.a.0.,S.x.27.

a.a.4.,S.97.

中 村 浩 平 「自由 の 大 地 を求 め て一 南 オ ー ス トラ リ

アに於 け る ドイツ移 民 一 」,21頁 。

TrudlaMalinkowa:a.a.O.,S.88,

例 え ば,下 ゾ ル ブ 人 の 住 む ペ ー タ ー ズ ヒ ル で は,

マ テ ィ ア ス ・バ ラ ッ ク た ちが ゾ ル ブ 語 の 説 教 集 を

読 ん で い た 。 ま た グ ナ ー デ ン タ ー ル(恩 寵 の 谷)

で は 靴 職 人 ア ン ドレ ア ス ・ウ ル バ ンの 家 で 定 期 的

に ゾ ル ブ語 の聖 書 朗 読 祈 祷 が行 われ た。

オ ー ス トラ リア か ら出 され た ドイツ 語 の 手 紙 の 中

で差 出 人 は 特 別 な 挨 拶 と して ゾ ル ブ 語 を使 っ て い

た。

TrudlaMalinkowa=a.a.0,,S,91.さ ら に,ヨ ハ ン ・

P・ ノ ア ー ク牧 師 は ペ ー タ ー ズ ヒ ル で1876年 に生

ま れ た が,ま だ小 さ い 頃,両 親 は ゾ ル ブ 語 を話 し
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て い た が,ほ ん の 数 年 の 内 に ドイ ツ語 が 家 庭 の 言

語 に な った と報 告 して い る。

a.a.0.,S,91,な お,1957年 に南 オ ース トラ リア の

セ ヴ ン ヒ ル で死 ん だ第 二 世 代 のF・ ザ イ ボ ル トは
"最 後 の 有 名 な ゾ ル ブ語 の 話 し手"で あ

った。

櫻 井 健吾,前 掲 書,153-160頁 。

関 根 政 美 「多 文 化 主 義 国 家 オ ー ス トラ リ アの 誕 生

と そ の現 在 」,151-162頁,西 川 長夫/渡 辺 公 三/

ガバ ン ・マ コー ミ ック編 著 「多 文 化 主 義 ・多 言 語

主 義 の 現 在 カ ナ ダ ・オ ー ス トラ リア ・そ して 日

本 」,1997年 。 な お,こ の 小 論 との 関 わ りで 筆 者 は

ジ ョー ジ ・パパ ナ リス 「多 文 化 主 義へ の挑 戦 」(同

書243-270頁)に 関心 を持 っ た。

ア デ レ イ ド(南 オ ー ス トラ リ ア州)に は 「Wend

SorbSocietyofSouthAust紬alt1C.」,メ ル ボ ル ン

(ヴ ィ ク トリ ア州)に は 「WendishHeritageSociety

Austaralialnc」 が あ り,例 え ば南 オ ース トラ リア で

は 近 年,ゾ ル ブ 系 市 民 が 年4回 の 会 報 出版,各 種

展 示 会 の 開 催,ゾ ル ブ 人 移 住 地 跡 の訪 問,会 員 の

親 睦 集 会 な ど様 々 な活 動 を してい る 。

m

DieSorbischenAuswandererHachLJb ersee

DieSorbeninSiidaustralien

NAKAMURAKOhei

DiewirtschaftlicheNotinderLausitz,dienationaleEntrechtungderSorbenanddieUnzufriedenheitder

sorbischenBevolkungmitdergermanisatorischenPolitikdersachsischenevangelisch-lutherishensowie

preussischenunitiertenKircheveranlasstenvielesorbischeBewohnerderOber-undNiederlausitzihreHeimat

zuverlassenandHachUberseeauszuwandern.

Schoninden30-igerJahrendes19.JahrhundertssindetlicheEinzelpersonenundkleinerenGruppen

emigriert.DieGruppenauswanderungvonSorbenHachSudaustralienbegannjedochimRevolutionsjahr1848.

IndenfolgendenJahrenstiegdieZahlderAuswanderervorallemindenJahrenderWirtschaftskrisenvon

1$50bis1854an.DieAuswanderungswelleausderLausitzerreichteihrenHohpunktin1858anddauertebis

indiefiO-igerJahrendes19.Jahrhunderts.

InSiidaustraliensuchtendieAuswandererunterunvorstellbarenSchwierigkeitenandunsagbaren

EntbehrungeneineneueExistenzalssorbischeAltlutheraner.Daruntergabes92PersonenunterLeitungvon

JohannZwarausderOberlausitz.Siekamen1851mitdemSchiff"Helena"inPortAdelaidean.DieGruppeurn

JohannZwarwolltedurchdieGrundungsorbischerSiedlungeninSiidaustralienihreigenesUtopia‐dasso

genannte"ReichGottes"schaffen.DieZwar-GruppenutzteeinegiinstigeGelegenheitzumLanderwerband

griindete1852imBarossa-TalihreeigeneSiedlung"Ebenezer".

NurwenigeSiedlungen,zumBeispielEbenezerandPetersHill,wurdenalleinvonsorbischen

Auswandererngegrundet.DieKolonieEbenezerwurdevonSorbenausderOberlausitz,dieKoloniePetersHill

vonSorbenausderNiederlausitzgegrundet.TrotzdemvwrdendiereligiosenandkulturellenBelangeder

sorbischenSiedlerindenbeidenSiedlungenausschlief31ichbzw.vorwiegendvondeutschenPredigernand

Lehrernwahrgenommen.EineAusnahrnebildetediefriiheZeitderEbenezer.

DiesorbischenAuswandererschlossensichindenmeistenFallenbereitsbestehendendeutschen

SiedlerungenanandgriindetenmitdieseninSudaustralienneueSiedlungen.Siegabendeshalbbaldenter

starl(erdeutschsprachigerUmgebungihreMutterspracheaufundwurdena皿mahlichgermanisiert.

InderKirchengemeindederEbenezerwurdeunterdemGemeindevorsteherJohannZwarkonsequentam

Geistdersorbisch-lutherischenBewegungfestgehalten.ErplantenichtnurdieGrundungeinerSiedlung,
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sondernaucheinerselbstandigenKirchengemeinde.AusdiesemGrundstellteereinenGeistlichenandeinen

weltlichenLehreran.ChristophSchondorf,einPredigerderHerrnhuterBrudergemeinde,hieltinEbenezer

von1854bis1859densorbischenGottesdienstandKonfirmandenunterricht.InderKirchebliebSorbischauch

weiterhinnochgebrauchlich.

DieEbenezerKirchengemeindestellteaucheinenSorbenalsLehrerzurErhaltungdersorbischenSprache

ein.UnterihmlerntendieKinderanhandderBibelandGesangsbuchernsorbischlesenandschreiben.Aber

nachdemfruhenToddesLehrersJohannDallwitzimJahre1863verlordieSchulebaldihrensorbischen

Charakter.ZunehmendwurdeDeutschUnterrichtssprache.DieKindereignetensichschnelldasDeutscheand

spaterdasEnglischean.DiezweiteGenerationsprachnurnochDeutschandEnglischandnurdieAlteren

unterihnenverstandenHochdasSorbischeihrerEltern.AufGrunddesMangelsamsorbischsprachigen

UnterrichtsowiewegendesstandigenKontaktsmitdeutschsprachigenNachbarnvergai3ensiefolglichdie

sorbischeSprache.ZwarwardieEinstellungzumGebrauchdersorbischenSpracheindenFamilien

Sudaustraliensunterschiedlich,aberunterdemstarkenEinflui3derdeutschsprachigenUmgebungvermochte

sickSorbischalsFamiliensprachenichtaufDauerzuhalten.

DerprominenteFiihrerderGruppe-JohannZwar-wolltedasZentrumderSiedlerausder4berlausitzin

Ebenezerbilden.Hiersolltesichdiesorbisch-lutherischeKirchengemeindemiteigenerKircheuntereinem

sorbischenGeistlichenentwickeln.InderSchulesollteeinsorbischerLehrerSorbischunterrichten.Noch

einigeJahrehegtemandieHoffnung,biereinesorbischeKirchengemeindezubilden.Dasicktrotzgrof3er

BemuhungenkeinsorbischerGeistlicherfand,warauchderVersuchderGrundungeinerzentralensorbischen

Kolonieendgultiggescheitert.SchonzuBeginnderSiedlungsgrundungBingmaninEbenezerallgemeinzur

sorbish-deutschenZweisprachigkeitfiber.SelbstinderEbenezerSiedlungwarestrotzallerBemuhungen

ZwarsandandererMitgliederschwer,dieeigeneSprachezubehalten.DerVerlustdereigenenSprachefuhrte

zwangslaufigdazu,dasssickdieSorbenderdeutschsprachigenUmgebunganpasstenandvonderdeutschen

Gemeindeabsorbiertwurden.DieSorbenassi皿iertetensichzuerstandieDeutschen,spaterwardensieindie

dominanceGesellschaftvonenglischenAustraliernintegriert.

HinzukamwenigeJahrenachderAnsiedlungnocheineKirchenspaltung.Ausdiesergrognebender

GemeindederEbenezerdieGemeindeNeukirchhervor.DieseSpaltungvertieftesichandbeideGemeinden

errichteten1959ihreeigeneKirche.DielutherischenAuswandererfandenzwarinSudaustraliendieersehnte

Glaubens血eiheit,dochmusstensiediesemitendlosemBnユderzwistteuerbezahlen.

DerTraumderZwar-Gruppe,inSudaustralieneineneueHeimatdersorbisch-lutherischen

Kirchengemeindezubilden,verwirklichtetesickleidernicht.Mankonnteabersagen,daf3derGeistJohann

Zwarsimmernochlebendigist,weildiesorbischenNachkommlingeninGestalteinerneuenVielfaltigkeitmit

grof3emEiferihreethnischeIdentitatzufindensuchen.

キ ー ワ ー ド ド イ ツ 少 数 民 族 「ゾ ル ブ 」(Agermanethnicminority"Sorb"/

EinedeutscheMinderheit"DieSorben")

移 民(lmmigration/Auswanderung)

南 オ ー ス ト ラ リ ア(SouthAustralia/Siidaustralien)
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